
2022年12月期 第3四半期決算説明会

ヤマハ発動機株式会社
2022年11月7日

（証券コード：7272）
第12回 農業Week出展

“果樹園作業支援自動走行車”のコンセプトモデル



● 業績予想について

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社の経営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化
により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、
主要市場における経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。

本日ご説明する内容

２０２２年１２月期 第３四半期決算

取締役

設楽 元文



概要説明



3Q実績
■過去最高の売上高・営業利益
・二輪車：需要堅調で増収。価格転嫁が進捗し増益
・マリン：需要堅調。船外機の販売台数増加により、増収・増益
・ロボティクス：半導体等部品不足や中国設備投資需要の冷え込みで減収・減益

2022年業績： 売上高 2兆2,700億円 / 営業利益 2,200億円に上方修正

今後の見通し
■事業環境
・原材料・海上運賃の高騰は一服
・半導体納入率は改善傾向だが、必要量に対して不足する状態が継続
・米国金利上昇に伴うグローバル経済への影響を注視

■市場
・ランドモビリティ・マリン：堅調な需要が継続
・ロボティクス：車載需要は堅調。中国内需は低迷、設備投資需要は先行き不透明
・金融サービス：金利上昇による景気減速を踏まえ、貸倒引当金を積み増し

■収益力強化
・経費コントロールによる損益分岐点経営の継続
・コストダウンを継続、価格転嫁の効果が顕在化

３Ｑ累計実績のポイント
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主要商品別 当社出荷台数 （３Ｑ累計実績）
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二輪車は、前年比で出荷台数が増加。特に新興国では、半導体不足による品薄状態が続く。
船外機はフル操業体制継続により、出荷台数が増加。

※二輪車・ATV+ROVは流通在庫、船外機は拠点在庫

商品/地域

二輪車

欧州・米国・日本

インドネシア

タイ

ベトナム

フィリピン

中国

インド

ブラジル

ATV+ROV 北米

PAS

船外機 北米・欧州

マウンター

在庫
（2019年
9月末比）

94%

25%

38%

94%

45%

98%

74%

140%

68%

-

95%

-

2021
年比

98%

109%

110%

125%

104%

111%

112%

105%

99%

84%

109%

92%

2019
年比

104%

80%

107%

108%

76%

166%

91%

150%

127%

107%

117%

165%

在庫
（2021年
9月末比）

132%

44%

74%

83%

81%

98%

82%

247%

139%

-

185%

-

在庫
（2022年
6月末比）

116%

88%

108%

131%

114%

91%

133%

168%

98%

-

92%

-



※ 親会社株主に帰属する当期純利益

２０２２年３Ｑ累計 経営状況
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（億円）
２０１９年
３Ｑ累計

２０２１年
３Ｑ累計

２０２２年
３Ｑ累計

２０１９年
比

２０２１年
比

売上高 １２,６７２ １３,６２６ １６,７７１ １３２％ １２３％

営業利益 １,０００ １,５４６ １,７４２ １７４％ １１３％

営業利益率 ７.９％ １１.３％ １０.４％ ＋２.５pts. -１.０pts.

経常利益 １,０２４ １,６０６ １,９００ １８６％ １１８％

当期純利益 ７５６ １,３７０ １,３３１ １７６％ ９７％

（＄・€） １０９・１２３ １０９・１３０ １２８・１３６ ー ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １３,８８９・３.８ １４,２４９・５.３ １４,５６３・５.１ ー ー

※

ＥＰＳ（円） ２１６.５０ ３９２.０４ ３８９.２１ １８０％ ９９％

第３四半期累計の売上高・営業利益で過去最高。
先進国レジャー需要継続や、新興国経済の回復で増収。コストダウン・価格転嫁効果で増益。



1,546

△172
△80 △32 △35 △10 △44 567

1,742

△33

△101

△38

2021年

（$/€： 109/130）

2022年

（$/€：128/136）

マリン
事業

金融
サービス

事業

ランド
モビリティ

事業

為替影響

ロボティクス
事業

成長戦略
費用増加

（億円）

その他
事業

２０２２年３Ｑ累計 営業利益変動要因 （事業別）
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（YRH+1）

MC

RV

SPV

原材料価格・調達部品の高騰と半導体部品不足影響を継続的に受けたが、
為替のプラス影響により増益。

親会社株主
に帰属する
当期純利益

1,370 1,331



1,546

296
178 △480

△44
△321

567 1,742

263

309

△151

△125

２０２２年３Ｑ累計 営業利益変動要因 （要素別）
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コストダウン
増収効果

為替影響成長戦略
費用増加

（億円）
コストアップ

販管費
増加等

2021年

（$/€： 109/130）

2022年

（$/€：128/136）

規模
増加

未実現
影響 物流費

増加値上等

需要回復に伴い、規模増加。コストダウンと価格転嫁が進み、増益。

1,370 1,331

親会社株主
に帰属する
当期純利益



経営業績： ２０２２年 （年間予想）

※ 親会社株主に帰属する当期純利益 9

為替前提を変更し、売上高・各利益を上方修正(過去最高）。
経費コントロールや価格転嫁を着実に推進。

（＄・€） １０９・１２２ １１０・１３０ １２７・１３4 １３２・１３７

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$）
１４,０８７

３.９
１４,２３６

５.４
１４,７００

５.２
１４,７８４

５.２

※

（億円）
２０１９年

実績
２０２１年

実績
２０２２年
前回予想

２０２２年
今回予想

前年比

売上高 １６,６４８ １８,１２５ ２２,０００ ２２,７００ １２５％

営業利益 １,１５４ １,８２３ ２,０００ ２,２００ １２１％

営業利益率 ６.９％ １０.１％ ９.１％ ９.７％ -０.４pts.

経常利益 １,１９５ １,８９４ ２,１００ ２,３３０ １２３％

当期純利益 ７５７ １,５５６ １,４５０ １,６３０ １０５％



中長期施策 進捗状況

カーボンニュートラル

新規事業：低速自動走行

工場建屋間（屋外）にて部品を自動搬送する「eve auto」

■パナソニックグループ会社へ
自動運転搬送サービスを試験導入
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「eve auto」の試験導入： 6社（当社工場含）

年内に国内での正式サービスを開始予定

■欧州へe-Bikeを導入

Mountain、Gravel、Urbanの
完成車３モデルを発表。



事業別説明



事業別 売上高・営業利益

8,454 8,820 
10,853 
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3,987 

533 
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8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000
13,626

売上高 営業利益

その他

ロボティクス
金融サービス

マリン

（億円）

2021年
３Ｑ累計

ランド
モビリティ

2022年
３Ｑ累計

（128/136）

16,771 1,742

10.4%

2019年
３Ｑ累計

（$/€： 109/123）

2021年
３Ｑ累計

2022年
３Ｑ累計

2019年
３Ｑ累計

12,672 1,000

7.9%

3

12

△7

（109/130）

1,546

11.3%
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1,767 2,094 2,447 

4,896 4,626 

5,787 

879 928 

1,311 

19年 21年 22年
2021年
３Ｑ累計

2022年
３Ｑ累計

2019年
３Ｑ累計

売上高
（億円）

営業
利益率

先進国

アジア

その他

9,546

6.6%

（128/136）

7,542

4.1%

13（$/€： 109/123）

7,648

6.3%

（109/130）

1,479 1,647 
2,225 

1,297 
1,379 

1,762 

19年 21年 22年

船外機

WV・
ボート等

3,026

21.3%

3,987

21.1%

2021年
３Ｑ累計

2022年
３Ｑ累計

2019年
３Ｑ累計

2,777

18.7%

二輪車事業 /マリン事業

ランドモビリティ事業
二輪車事業

新興国での販売増加により、増収。
コストダウン・価格転嫁が進捗し、増益。

マリン事業

大型船外機の出荷増加。
ステイケーション需要は依然として堅調。

コア事業



593 

793 
938 

19年 21年 22年

7.4%

14

△0.2%

2021年
３Ｑ累計

2022年
３Ｑ累計

（128/136）

2019年
３Ｑ累計

△1.9%

（$/€： 109/123） （109/130）

RV事業 / 金融サービス事業
コア事業

ランドモビリティ事業
RV事業

旺盛な需要継続。
調達課題やコストアップにより減益。

金融サービス事業

販売金融債権が増加し、増収。
調達コスト増加や、前年の一過性のプラス
影響により、減益。

308 
359 

446 

19年 21年 22年

30.2%41.7%20.1%

2021年
３Ｑ累計

2022年
３Ｑ累計

2019年
３Ｑ累計

売上高
（億円）

営業
利益率



473 

669 666 

60 

217 212 

19年 21年 22年

319 
379 369 
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16.6% 8.1%

2021年
３Ｑ累計

2022年
３Ｑ累計

2019年
３Ｑ累計

16.4%

SPV事業 / ロボティクス事業
成長事業

ランドモビリティ事業
SPV事業

ロボティクス事業

中国等での設備投資需要減退により、減収。
部材・物流費高騰で減益。

部品不足等で生産が遅延し、減収・減益。
3Qから生産挽回と価格転嫁が進捗。

15.6%

886

12.4%

878

YRH分

11.9%

533

2019年
３Ｑ累計

2021年
３Ｑ累計

2022年
３Ｑ累計

（128/136）（$/€： 109/123） （109/130）

売上高
（億円）

営業
利益率





304 386 452
322 366 464

1,065
1,235

1,421

4,896 4,626 5,787

956 1,035

1,422
7,542

7,648

9,546

2019年

３Ｑ累計

2021年

３Ｑ累計

2022年

３Ｑ累計

売上高
（億円）

二輪車販売台数・売上高 （３Ｑ累計）

17
（128/136）（$/€： 109/123）

出荷台数
（千台）

アジア

欧州

北米
日本

その他

71 78 71
48 52 53

151 156 154

3,236
2,764 2,879

328
410 431

3,834 3,460 3,588

2019年

３Ｑ累計

2021年

３Ｑ累計

2022年

３Ｑ累計

（109/130）



199 181 195

23 30 26
40 66 73

262

601 580
10

7

533

886 878

2019年

３Ｑ累計

2021年

３Ｑ累計

2022年

３Ｑ累計

233 219 268

1,651 1,735

2,438

418
585

631

145

158

191

330
328

460

2,777
3,026

3,987

2019年

３Ｑ累計

2021年

３Ｑ累計

2022年

３Ｑ累計

アジア

欧州

北米

日本

その他

マリン

マリン、ロボティクス 売上高 （ ３Ｑ累計）

ロボティクス

18

（億円）

（128/136）（$/€： 109/123）

4

（109/130）



設備投資・減価償却費・研究開発費・有利子負債

１９年
３Ｑ累計

２１年
３Ｑ累計

２２年
３Ｑ累計

設備投資 317 402 505

減価償却費 370 373 431

研究開発費 725 678 762

有利子負債 3,172 4,580 6,119

（億円）
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為替影響 （対前年）
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３Ｑ累計

（億円） US$ EURO その他 合計

本社の輸出入にかかる為替影響 276 42 41 358

為替による仕入影響 （海外子会社） 0 0 66 66

粗利益の換算影響 （海外子会社） 122 21 220 364

販管費の換算影響 （海外子会社） △89 △14 △118 △221

営業利益への為替影響 310 49 208 567

為替感応度

１円の変動が営業利益

に与える影響額

US$
14億円

EURO
8億円



11,198 11,797 
14,700 

3,501 
3,911 

5,270 

756 
1,203

1,200 

409 
486 

620 

783 

727 

910 

416
687 750

584

768

1,140

77

176

140

80

191

170

0

0

0
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0
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20,000

25,000

売上高 営業利益

その他

ロボティクス
金融サービス

マリン

9.7%

（億円）

10.1%

2021年
実績

2019年
実績

ランド
モビリティ

18,125 1,154 1,823

（$/€： 109/122 ） （110/130）

16,648

2021年
実績

2019年
実績

事業別 売上高・営業利益 （見通）

22,700 2,200

6.9%

2022年
今回予想

2022年
今回予想

（132/137）

△4

21




	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22

